
 学校教育目標
がっこうきょういくもくひょう

 

        『 自
みずか

ら学
まな

び 共
とも

に高
たか

め合
あ

う 未来
み ら い

への展望
てんぼう

を開
ひら

く子
こ

どもの育成
いくせい

』 

   本校
ほんこう

では、これまで「自他
じ た

を大切
たいせつ

にする心
こころ

」を基盤
き ば ん

とした教育活動
かつどう

を推進
すいしん

し、生
せい

徒
と

一人一人
ひ と り ひ と り

の人権
じんけん

意識
い し き

の向上
こうじょう

と豊
ゆた

かな人間
にんげん

関係
かんけい

づくりに取
と

り組
く

んできました。 

本目標は、生徒一人一人が学
まな

びの主体
しゅたい

となり（自ら学び）、多様
た よ う

な他者
た し ゃ

との関
かか

わりの中
なか

で互
たが

いに認
みと

め合い、高め合う関係を築
きず

き（共に高め合い）、変化
へ ん か

の激
はげ

しい社会
しゃかい

の中
なか

でも希望
き ぼ う

をもっ

て自己
じ こ

の将来
しょうらい

を切
き

り拓
ひら

いていく力
ちから

（未来への展望を開く）を育成することを目指
め ざ

すものです。 

  ○「自ら学ぶ」 

    ・夢
ゆめ

や希望
き ぼ う

、目標
もくひょう

をもち、その達成
たっせい

に向
む

けて主体的に自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えようとする 

    ・あきらめずに試行
し こ う

錯誤
さ く ご

しながら問題
もんだい

を発見
はっけん

・解決
かいけつ

し、新
あら

たな価値
か ち

を創造
そうぞう

していく 

    ・分
わ

からないことや失敗
しっぱい

したことをやり直
なお

そうとする 

 ○「共に高め合う」 

    ・人
ひと

の心の痛
いた

みを想像
そうぞう

し、よさを認
みと

め合い、思いやりをもって行動
こうどう

する 

   ・自分の行動や感情
かんじょう

をコントロールし、協働
きょうどう

して課題
か だ い

解決
かいけつ

に向
む

けて努力
どり ょ く

する 

   ・感謝
かんしゃ

の心をもち、仲間
な か ま

や学校
がっこう

・地域
ち い き

のために行動できる 

 ○「未来への展望を開く」 

   ・自己
じ こ

選択
せんたく

や自己決定
けってい

により、自己調整
ちょうせい

し粘
ねば

り強
づよ

く課題を追究
ついきゅう

する 

・生命
せいめい

を大切にし、心身
しんしん

ともに健康
けんこう

で安全
あんぜん

に生活
せいかつ

する 

   ・基本的
き ほ ん て き

生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を身
み

につけ、責任
せきにん

を持
も

った行動をする 

   ・自分の可能性
か の う せ い

を信
しん

じ、困難
こんなん

なことにも立
た

ち向
む

かい、挑戦
ちょうせん

する 

 尚
なお

、学校教育目標は、小中
しょうちゅう

9年間
ねんかん

を見通
み と お

して、同
おな

じ目標に向かって努力していこうという意味
い み

を込
こ

めて、小郡
おごおり

小学校
しょうがっこう

と同
おな

じものに設定
せってい

しています。 

昨年度
さ く ね ん ど

も学校だよりで述
の

べさせてもらいましたが、現代
げんだい

は「先
さき

行
ゆ

き不透明
ふ と う め い

な時代
じ だ い

」と言
い

われ

ていて、将来
しょうらい

が見
み

えづらい現状
げんじょう

です。このような時代を生
い

きる子どもたちに、学校としてどのよ

うな力を育
はぐく

んでいくべきか、改
あらた

めて考える必要
ひつよう

があります。 

その中
なか

で、今
いま

、特
と く

に大切
たいせつ

にしたいと考えているのが「Resilience（レジリエンス）」「Agency(エ

ージェンシー)」の二
ふた

つの力です。 

「Resilience（レジリエンス）」とは、困難
こんなん

や失敗
しっぱい

に直面
ちょくめん

したときに、そこから立
た

ち直
なお

り、前
まえ

を向
む

い

て進
すす

もうとする力のことです。学校生活
せいかつ

の中でも、思うようにいかないことや、人との関
かか

わりの中
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で悩
なや

むことは少
すく

なくありません。そのような経験
けいけん

をとおして「もう一度
い ち ど

やってみよう」「次
つぎ

はやり方
かた

を工夫
く ふ う

してみよう」などと考えられる力を育
そだ

てていく事
こと

が重要
じゅうよう

です。 

一方
いっぽう

「Agency(エージェンシー)」とは、自分で考え、選び、行動し、よりよい方向
ほうこう

へと働
はたら

きか

けていこうとする力です。誰
だれ

かに言
い

われたからではなく、「自分はどうしたいのか」「どうすれば

よくなるのか」を考え、仲間と行動する姿
すがた

は、これからの社会
しゃかい

において欠
か

かせない力です。 

これからの学校は、知識
ち し き

を身
み

につけるだけでなく、こうした力を育む場
ば

でなければなりませ

ん。本校では、授業
じゅぎょう

や学校行事
ぎょ うじ

、日々
ひ び

の生活の中で、子どもたちが自
みずか

ら考え、挑戦
ちょうせん

し、時
とき

には

失敗
しっぱい

しながらも、再
ふたた

び立
た

ち上
あ

がる経験
けいけん

を大切にしていきたいと考えています。 

子どもたち一人一人が「自分には乗
の

り越
こ

える力がある」「自分の行動で周
まわ

りをよりよくでき

る」と実感
じっかん

できるよう、ご家庭
か て い

や地域
ち い き

も一緒
いっしょ

になって支
ささ

えていくことが重要です。 

本校は、「Resilience（レジリエンス）」と「Agency(エージェンシー)」の二つの力を意識
い し き

して

教育
きょういく

活動
かつどう

を進
すす

めていきたいと考えています。 

 ４月１７(金)の授業参観
さんかん

・学級
がっきゅう

懇談会
こんだんかい

・PTA総会
そうかい

・歓送
かんそう

迎会
げいかい

に

多数
た す う

ご参加
さ ん か

をいただき、誠
まこと

にありがとうございました。授業参観

では、新しい学級で集中
しゅうちゅう

して取り組
く

んでいる子どもたちの姿
すがた

が

見られました。学級懇談会では、短
みじか

い時間
じ か ん

でしたが保護者の

方々
かたがた

のおかげで有意義
ゆ う い ぎ

な時間にすることができました。PTA 総

会も役員
やくいん

さんたちのお力
ちから

でスムーズに終
お

えることができ、今年

度の活動
かつどう

計画
けいかく

等
と う

が決定
けってい

しました。これからも子どもたちの着実
ちゃくじつ

な

成長
せいちょう

のために保護者のみなさまと協力
きょうりょく

して学校をつくりあげて

いきますので、よろしくお願いいたします。 
  

 
  

4月22日(水)に１年生
ねんせい

は、「普通
ふ つ う

救命
きゅうめい

講習会
こうしゅうかい

」を実施
じ っ し

しました。

「身
み

のまわりにいる人に危機
き き

が生
しょう

じたとき、その場面
ば め ん

に遭
そう

遇
ぐう

したと

き、人命
じんめい

尊重
そんちょう

を最優先
さいゆうせん

とし、迅速
じんそく

かつ冷静
れいせい

に対応
たいおう

するための

適応力
てきおうりょく

を身
み

につけること、自分の身を自分で守
まも

るための行動を考

える機会
き か い

にすること」を目的
もくてき

に毎年
まいとし

入学
にゅうがく

してすぐの１年生が講習を

受
う

けています。当日
とうじつ

は、久留米
く る め

広域
こういき

消防
しょうぼう

本部
ほ ん ぶ

三井
み い

消防署
しょ

の方々
かたがた

に来
き

ていただき、心肺
しんぱい

蘇生法
そせ いほう

とＡＥＤ講習
こうしゅう

を受けました。１年生のみなさんは、消防署の方々の

熱心
ねっしん

なご指導
し ど う

のもと、人形
にんぎょう

模型
も け い

を使
つか

いながら真剣
しんけん

に取り組んでいました。 

私
わたし

は過去
か こ

、人
ひと

に心肺
しんぱい

蘇生
そ せ い

を行
おこな

った経験
けいけん

があります。当時
と う じ

は、身近
み ぢ か

なところに AED が設置さ

れておらず、悔
くや

しい思いをしました。救 急 隊
きゅうきゅうたい

が駆
か

けつけるまで、繰
く

り返
かえ

し繰り返し心肺蘇生を

試
こころ

みました。その光景
こうけい

は、２２年過
す

ぎた今
いま

でも、鮮明
せんめい

に脳裏
の う り

に焼
や

き付
つ

いています。当時 AED は

なかったものの、私が心肺蘇生を実際
じっさい

に行うことができたのは、講習会を受けた経験
けいけん

があったか

らです。人間は、いつ、どこでそのような場
ば

面
めん

に遭
そう

遇
ぐう

するか分
わ

かりません。みなさんには、講習会

で受けた内容
ないよう

を時々
ときどき

、思
おも

い出
だ

してみてほしいものです。 

授業参観・学級懇談会・PTA総会・歓送迎会 ありがとうございました！ 

１年生 普通救命講習会を実施しました 

救命講習会の様子 


